　　函館市自殺対策連絡会議に対する意見募集の結果について
１．函館市自殺対策連絡会議に対する意見の概要
（1） 函館市における自殺対策の取り組み（高齢者，生活困窮者，職場環境づくり，若年層）について※ご意見があったもののみ抜粋
	No
	機関名
	意見の概要

	１
	渡島教育局
	・コロナ禍により人を集めることに制約のある中，必要な取組を行っていただいていると思います。
・自殺予防講演会については，ネット配信といった方法を検討してもよいかと思います。

	２
	函館市中学校長会
	資料をみて，多くの活動を積極的に行っていることがわかりました。啓発の効果をあげるためには，周囲が支える機会を持つ以上に，当事者の居場所作りが必要に思いました。電話・相談会・居場所について，さらに多様な方法で気軽に声を上げられる場づくりが今後も大切に感じます。

	３
	函館市小学校長会
	利用が少ない時でも，どの取り組みも地道に継続することが大切だと考えます。

	４
	函館市教育委員会
教育指導課
	自殺予防については，継続した取組が重要であると考えます。新型コロナウイルス感染症への対応により，これまでと同様の取組を行うことは難しい状況ではありますが，これまで以上に関係機関と連携した取組を行うことが重要であると考えます。

	５
	函館地域生活支援センター
	限られた事業予算や人員等々の中で，一定の対策が講じられていると思います。

	６
	道南いのちと心を考える市民ネットあかり
	・自死遺族支援は国において重要施策とされている。例えば函館市協力という形式で，函館市でも自死遺族のわかちあいの会が開催されていることを「函館市における自殺対策の取り組み」に明記して周知を図るべきではないか。
・国は子どもたちがSOSを発することができる教育を推進しているが，子どもたちが勇気を出して発している小さなSOSを大人が気づけることが重要である。令和２年度は自殺予防講演会が中止になったが，３年度にはそのための講座をリモートで開催してほしい。（講師推薦～森田ゆりさん）

	７
	函館市市民部
くらし安心課
	自殺死亡者数が年々減少しており，自殺対策の取り組みの重要性・必要性を改めて認識しています。


（２）コロナ禍における自殺対策の課題について※ご意見があったもののみ抜粋
	No
	機関名
	意見の概要

	１
	北海道教育大学
	雇用環境の悪化によって，困窮している人が増加しているのではないかと感じています。ハローワークや行政への相談状況，商工会や中小企業同友会などにも意見を伺い，状況の把握をする必要があると思います。特に，全国的には若年女性の自殺率が高まっています。女性センターやウィメンズネットワーク，婦人保護施設などから状況を伺うことが必要かと思います

	２
	渡島教育局
	苦しいときに相談できる機関を周知することが重要であり課題でもあると思います。

	３
	函館市中学校長会
	対策の基本は対面によるふれあいだと思います。町中のひとがマスクで顔を覆っている状態は，だれにとってもよい状態ではありません。まずは感染症予防が優先ですが，この状態から解放されることが大切です。

	４
	函館市小学校長会
	コロナに限らず，今後はオンラインでの研修ができるようになればいいと思います。

	５
	函館市教育委員会
教育指導課
	送付いただいた資料から，今年度における自殺死亡者数は過去２年間に比べ，減少していることがわかります。コロナ禍と自殺死亡者との関係について検証し，今後の取組に生かすことが大切であると考えます。

	６
	道南いのちと心を考える市民ネットあかり
	・女性，若年層，子どもの自殺が昨年度より急増している。函館市においても相談しやすい体制やコロナ対策に配慮しての居場所作り，そのための人材育成が求められる。
・コロナ対策の「ステイホーム」で，家が安全でない女性や子どもたちはより危険な状態に陥っている。関係者でアウトリーチの方法等を話し合って，全体像を掴み共有し支援につなげる体制を構築してほしい。また，社会的養護を巣立った若年女性青年たちは孤独感を募らせている。地域として早急に取り組む必要があり，自助グループや叔父叔母役割グループなどの立ち上げが望まれる（PDF添付あり）

	７
	函館市市民部
くらし安心課
	コロナ禍による休廃業・解雇等により生活困窮に陥り，さらに外出が制限されることで孤立が深まり，誰にも相談できずに自殺を選択してしまう人が増えることが懸念されますが，本課においては，これまでどおり関係機関と連携しながら適切に対応したい。


（３）その他　※ご意見があったもののみ抜粋
	No
	機関名
	意見の概要

	１
	函館市子ども未来部子育て支援課
	被虐待児などの要保護児童等の支援を図っている次世代育成課の参加について検討してはどうでしょうか。

	２
	函館市中学校長会
	学校教育にとって，改めて「三密」の状態こそが，個々をつなげる基盤であると痛感しています。

	３
	函館市小学校長会
	ボランティアで取り組んでいる皆様には，ただただ頭が下がる思いです。

	４
	函館地域生活支援センター
	函館いのちのホットライン事業の開設日時の増加


　いただきましたご意見については，今後の施策の推進にあたって参考とさせていただきます。皆様方のご協力に厚くお礼申し上げます。
２．その他
　函館市消防本部救急課より「平成３０年～令和２年救急統計（自損行為）」の情報提供がありました。資料を添付いたしますのでご参照ください。
